
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会第５回 

会 議 録（公表用） 

 

日 時 令和 8年 3月 24日（火）13時 30分〜17時 00分 

場 所 東川町農村環境改善センター ホール 

出席者 懇談会委員 29名（本日出席 24名。／町役場 菊地町長以下 18名／ア

ドバイザー１名／設計協力会社①３名／協力会社２名／ 

配付資料 【資料 1】基本構想骨子（中間報告）、【資料 2】第 5回グループワー

ク資料、【様式】ワーク用シート 

※本会議録は公表用に発言の要旨を整理したものです。金額等は検討段階の試算・参考値です。 

１．開会・あいさつ 

○ 町長：基礎調査・住民説明会・有識者会議を進め、設計事務所からのプラン提案も

受けた。新年度予算の主な事業として、乗合バス「しずくライン」の充実と道草館に隣

接する居場所機能を有するバスセンターの整備、ゆめ公園の室内練習場の建設、高齢者

住宅の環境整備などを予定している。ふるさと納税を背景に事業を進めつつ、令和 8年

度に「適疎なまち推進基金」を設立し、施設運営を含め新たな事業に持続的に取り組め

るまちづくりを進めたい。 

 

２．基本構想骨子（中間報告） 

○ 町長（補足）：東川町は既存施設が分散し補完し合うまちづくりを重視してきた。郷

土館の展示見直しや電車のプラットフォームへの活用、バスセンター・道の駅周辺との

相互補完を検討する。事業費抑制の観点から、保存する倉庫の取捨選択が必要である。

織田コレクションの価値は町民に浸透してきた。なお、設計協力会社①からは建築アー

カイブを取り下げ、その他の面で連携したいとの申し出があり、資料を修正する。東町

2丁目町内会では道路のあり方について、通行の維持を望む意見と閉鎖を望む意見の双

方があり、暮らしに寄り添う観点から具体的な検討を経て改めて説明する。 

○  委員：まちづくりの方向性に揺らぎがなく好意的に受け止めている。基本計画に向

けては、数値を用いた具体的な検証が求められる。最も重視すべきは、その地域に住み

活動する人々である。 

○  委員：まちづくり計画の考えが踏襲されている。この会議を通じて織田コレクショ

ンの価値を認知できた。文化が交わる場として期待する。地域交流エリアのイメージが

まだ描きにくいため、具体的な想定があると意見を出しやすい。 



→ 事務局・町長：収支予測は重要であり、国内外の事例調査や来館者数・収支のシミ

ュレーションを並行して進めている。具体的な数値は基本計画段階で示す。事業費約 40

億円のうち、初期費用 20億円は補助金、残り 20億円は起債を予定し、実質負担は 10

億円程度と見込む。基金残額の推移を踏まえれば調達可能と考えるが、財政規律を考慮

しつつ検討し、町民に情報提供していく。適疎なまち推進基金には既に 1億円を積み立

てており、長期的な運営資金の積立を行う方針である。 

 

３．基本理念・導入機能・機能配置の検証（ワーク発表要旨） 

＜ワーク１発表＞ 

１班 

文化創造エリアの方向性が見えてきたことから、地域交流エリアの議論を進める必要が

あるとの意見。バスターミナルは駅跡施設への整備が望ましいとの声や、イベント時期

の連携・情報共有の重要性、道草館周辺の駐車場不足への対応、キトウシの森の物販強

化やテーマ別モデルコースの提案があった。 

２班 

野菜等の販売は道の駅など既存施設を維持すべきとの意見。せんとぴゅあ等との区分け

が話題となり、コミュニティスペースは複数タイプがあってよく、施設全体の案内表示

が必要との指摘があった。運営面では町内の産業を組み合わせ新しい価値を生む場にな

るとよいとの意見も出た。 

３班 

せんとぴゅあ・きとろん・そらいろでは学習・交流の需要が根強く、フリースペースの

維持・増設が一案。多目的ホールは現行の講堂より広い規模を求める声がある一方、想

定スペースは手狭なため範囲を広げるべきとの指摘があった。路面電車の配置や

CRAFTPIAの位置づけ、地域コミュニティ機能の記載見直しも論点となった。 

４班 

「町全体がデザインミュージアム」の理念のもと、東川の余白を維持しつつ補完し合う

公共施設を整えるべきで、現時点で全てを決定づける必要はないとの意見。観光を意識

しつつ知らず知らず観光拠点になる形が理想で、周辺施設との差別化を要する。道草館

のレジ混雑対策、裏通りの魅力継承、屋台イベント区画や宿泊者受入施設の要望も出

た。 

５班 

回遊性向上には各施設の役割の明確化と動線の確立が必要との意見。文化・学習施設は

町内者向け／町外者向けの区別が曖昧で、駅跡整備前に性質整理が必要と指摘。せんと

ぴゅあのように複数機能を併せ持つ施設を駅跡にも設ける必要があるかは一考の余地が

あり、対象を絞った方がより多く利用される施設になるとの意見があった。 



構想をまとめるための課題出しを行うことで、次の検討がより明確になると認識してい

る。これらを踏まえて、懇談会全体として、広域的な、まちとしての機能や導入するコン

テンツ、そしてまちの在り方という３点の点検をしていただきたい。（アドバイザー） 

＜ワーク３発表＞ 

１班 

簡易な飲食・物販は、チャレンジキッチンのような形態や、デザインを優先した土産・

ワークショップ等も一案との意見。織田コレクションは世界からの集客が見込めるた

め、町内外を問わず広く利用される前提で方針を検討すべきとされた。 

２班 

由来を伝える場として、なぜ旭川が家具の産地なのか等、町のモノづくりのストーリー

を表現する場になるとよいとの意見。技術継承は CRAFTPIA、由来紹介は駅跡でと役割を

分け、創造交流エリアとして一体的に考えるべきとの声があった。織田コレクションの

収蔵には物流機能が必要で、飲食・物販は雰囲気を楽しむ場やミュージアムショップに

とどめる案も出た。 

３班 

パブリックスペースは機能を固定せずフレキシブルな箱にすべきとの意見。織田コレク

ションとの親和性も検討したが、常設である必要性は低く、機能・用途を定めない方が

幅広い活動が可能になるとの考えが示された。 

４班 

東川版の卸売市場・朝市の開催を提案。農協と協力し生産者の顔が見える場、ホクレン

のくるるの森に類似したイメージで、近隣住民の合意を前提に夜市も検討したいとの意

見。基本理念案について、「育む」より「学ぶ」拠点という表現の方が適切ではとの指

摘もあった。 

５班 

パブリックスペースに議論が集中し、日常利用よりデザイン・文化をテーマにした集

い・学びの場としての目的性を持たせるべきとの意見。駐車場・アクセスは必ず課題に

なるため、運用・ソフト面とセットでの検討が必要とされた。 

 

４．その他 

事務局より、次回（第 6回）は令和 8年 6月 5日開催予定であること、4月 19日に住民

説明会、5月中旬頃に有識者からの書面意見聴取を行い、基本構想の策定を 7月末に見

込むことを説明した。委員の委嘱期間は策定期間が令和 8年度にかかることから延長す

る予定である。 

以上 


